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 本発表では、Patrick Modiano の Catherine Certitude (1988) をコーパスとし、回想の半
過去形に埋め込まれた⼤過去形の働きをテクスト構造の観点から明らかにすることを⽬指す。 
 まず初めに、Declerck (1991) の時間の⽀配領域を定める「中⼼場⾯」という概念を援⽤
し、時制と中⼼場⾯の関係を論じる。そこで、中⼼場⾯と中⼼場⾯に対して時間的従属関係
にある半過去形や⼤過去形のような相対時制との関係を確認する。 
 次に、テクスト構造と時制の関係を分析する。Weinrich (1982) によれば、物語は基本的
に「導⼊部」「展開部」「終結部」の三構成からなり、各構成に時制の分布の偏りが⾒られる
という。また浜⽥ (2001) の「境界表現」という概念を⽤いて、時制だけでなく時の副詞や
提⽰詞もテクスト構造を分析するときに有効な指標となることも実例を通して論じる。 
 これらの概念を⽤いて，回想の半過去形に埋め込まれた⼤過去形を分析する．この⼤過去
形が現れるテクスト構造は⼊れ⼦構造のようになっている。複合過去形や半過去形で描かれ
る過去の⼀時期の全体的な回想が外枠を作り、時の副詞 Un jour や Un été を境界表現とし
て印象深い個別の思い出が導⼊され、これが内枠となる。研究対象となる⼤過去形は内枠部
分に現れるが、ここの⼤過去形は基本的な機能である完了性や先⾏性を表さず、前景的な事
態を表しているように⾒える。インフォーマントによると、⼤過去形を⽤いることで、物語
の主軸ではない「副次的な物語」という印象があるという。これは複合過去形や単純過去形
のような絶対時制だと新たな中⼼場⾯を設定して物語を前に進めてしまうが、相対時制であ
る⼤過去形は本来的に中⼼場⾯を新たに設定する働きがないため、物語の時間を前に進めな
い「副次的な物語」として事態を表すことが可能であると考えられる。本発表では、このよ
うな⼤過去形を「擬似的前景を表す⼤過去形」と呼ぶ。⼤過去形と中⼼場⾯は基本的に時間
的前後関係で表されるものであるが、このテクストにおいては⼊れ⼦構造という包含関係を
表す特殊なテクスト構造となっているため、本来⼤過去形が持つ完了性や先⾏性という機能
はキャンセルされていると考えられる。そのため、基本的に⼤過去形が必要とする中⼼場⾯
はこのテクストにおいては存在しないと本発表では考える。 
 また、この⼤過去形は読み⼿に語り⼿の思い出を追体験しているような効果も与える。
「過去における現在」とも⾔われる半過去形がこのテクストにおいて基調となる時制であり、
半過去形の内的視点という特徴により境界表現となる時の副詞が疑似的な現在となるため、
この時制を助動詞としてもつ⼤過去形が⽤いられることで、回想場⾯に⽴ち会っているよう
な感覚を伴うのである。この境界表現以降のテクストは、背景には半過去形、前景には⼤過
去形と役割が分けられているが、本来、完了性や先⾏性を表す⼤過去形が前景を表すのは、
⼤過去形のもつ完了アスペクトが拡張的に解釈された結果である。 
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